
取扱 補正予算成立後解禁 
平成 17 年  2 月  １日 

                          国土交通省金沢河川国道事務所 

    

平成１６年度 補正予算のあらまし 

 
ポイント 
 公共事業の効率的で絶え間ない執行と、事業の平準化を図るため、特に、積雪寒

冷地域等の状況に十分配慮して国庫債務負担行為（ゼロ国債）を配分されました。 
 直轄事業 治水関係 [ゼロ国債] C=１，０７０百万円 
      道路関係 [ゼロ国債] C=４，３８０百万円 
※ 国庫債務負担行為とは、通常、単年度での執行となる歳出予算について、完成が数年度を要する事

業等で、国会の議決を得て数年度にわたり負担が行える行為のこと。 

※ ゼロ国債とは、国庫債務負担行為のうち、当該年度中の国費の支出がゼロの国庫債務負担行為のこ

とで、年度内に工事の発注が行え、工事が絶え間なくまた早期に工事が進められる。 
 
１ 基本方針 
限られた予算の中、効果の高い事業への重点投資を図り、早期供用を図ります。 

 
２ 主要施策 

（１） 安全で安心な地域づくり（防災・災害対策の推進） 

 

  ●手取川（砂防）の整備推進              ・・・・・・資料１ 

手取川上流の柳谷は、地すべり地形が卓越し、非常に脆く斜面崩壊をはじめ

とする土砂生産が著しく、土石流発生の危険性が非常に高い箇所であり、補正

予算〔ゼロ国債〕を投入し、土砂流出抑制のための砂防えん堤を無人化施工に

より推進します。 

 

●石川海岸（小松工区）の整備推進           ・・・・・・資料２ 

  海岸侵食が著しく護岸等の被災が頻発している小松海岸について、補正予算

〔ゼロ国債〕を投入し、人工リーフの整備を推進します。 

 

●一般国道８・１６０号 修繕事業【道路施設保全・防災】  ・・・・・資料３ 
   道路の施設保全事業や防災事業は、安全で安心な道路交通の確保を目的とす

る事業であり、補正予算の投入により平成１７年度早期の整備を目指し、安全

で安心な道路整備を推進します。 
【道路施設保全事業】一般国道８号田中高架橋修繕（塗装塗替）事業 



【道路施設保全事業】一般国道１６０号沢野トンネル修繕（補修）事業  
【防災事業】    一般国道１６０号佐々波防災（消波）事業 
 

（２） 広域的連携交流・活力ある地域づくり（外との交流・内なる連携の推進） 

 

●一般国道４７０号 穴水道路の整備推進【能越自動車道】  ・・・・・資料４ 

    穴水道路は、平成１５年７月に開港した能登空港へのアクセス強化を支援す

る目的に整備を進めています。補正予算〔ゼロ国債〕を投入し、土工等の工事

を円滑に推進し、平成１７年度末の全線供用を目指します。 

 

   ●一般国道８号 金沢東部環状道路の整備推進・・・・・・・・・・・・資料５ 

  金沢東部環状道路は、金沢市街地の交通渋滞の緩和を目的に整備を進めてい

ます。補正予算〔ゼロ国債〕の投入により、未供用区間である月浦町～東長江

町間（L=3.6km）の舗装工事等を円滑に推進し、平成１７年度末の全線供用を

目指します。 

 

（３） 美しさと文化の香りがする地域づくり（暮らしやすい住環境の整備） 

 

●一般国道８・１５９号 沿道環境改善事業【低騒音舗装】の整備推進 ・資料６ 
    沿道環境改善事業は、道路の役割と沿道に居住する人々の生活環境の保全と  

の両立を目指し、補正予算〔ゼロ国債〕の投入により、一般国道８号小松市今

江町L=0.7㎞他、一般国道１５９号羽咋市中川町L=0.9㎞他、河北郡津幡町庄
～中須加L=1.2㎞他の低騒音舗装工事を円滑に推進し、早期の沿道環境の改善
を目指します。 

 
  ●一般国道８・１５９号 防雪事業 ・・・・・・・・・・・・・・・・・資料７ 
    防雪事業は、冬期交通の確保を図るため消融雪施設等の防雪施設を設置する

事業であり、補正予算〔ゼロ国債〕の投入により、一般国道８号金沢市磯部町

L=1.0㎞の散水施設工事他、一般国道１５９号金沢市神谷内・鳴和N=5基の取
水井戸工事を円滑に推進し、安全で安心な冬期交通の確保を目指します。 

 
 

 
 

お問合せ先 

国土交通省金沢河川国道事務所 TEL076-264-8800 

【治水関係】調査第一課長 二俣（ふたまた）   

【道路関係】調査第二課長 清水（しみず） 



無人化施工による柳谷上流砂防えん堤群の整備推進
やなぎだにじょうりゅう

石川県白山市白峰
は く さ ん し ら み ね

１．事業の概要

１）目 的

手取川最上流部の柳谷に位置する柳谷第3号、第6号砂防えん堤は、甚之助谷砂防えん堤群の

基幹堰堤です。平成4～7年の度重なる出水により、これらの砂防えん堤が倒壊する危険性が生

じたため、砂防えん堤の補強を行い甚之助谷砂防えん堤群によって抑制・扞止されている膨大

な堆積土砂の流出防止を図ることを目的として、導流落差工及び既設砂防えん堤嵩上げ工を実
どうりゅうらくさこう

施します。工事箇所は急峻で土石流や落石の危険が大きい河床内であり、非常時における避難

時間の確保が困難な現場であるため、無人化工法を採用し工事の安全確保を図ります。

２）全体計画

導流落差工：高さ60ｍ（落差工11段、床固工1基 、延長129ｍ）

既設堰堤嵩上げ工：3基（柳谷第21号、22号、24号えん堤）

２．事業の経緯

平成8～9年度 柳谷第3号、第6号えん堤を災害復旧

平成9年度 無人化施工による導流落差工に着手

平成14年度 日本初の大型無人クレーンによる完全無人化技術開発に着手

平成16年度 大型無人クレーンによる完全無人化施工に着手

３．平成16年度補正予算(ゼロ国)の内容

当地域は特別豪雪地帯で施工可能期間が限られていることから、補正予算(ゼロ国)制度によ

り発注手続き等を前倒しすることで、的確な着手前準備と迅速な施設整備を図ることができま

す。導流落差工の左岸側は落石・崩壊の危険が高いため、大型無人クレーンによる完全無人化

施工により工事を推進します。また、柳谷第22号えん堤において嵩上げ工を推進します。

Ｈ4年の出水による柳谷第3号、

第6号砂防えん堤の被災状況

導流落差工の施工状況

無人化施工の状況

無人クレーン

無人バックホー

資料１



資料２ 

石川海岸 海岸保全施設整備の促進 
石川県小松市 

 

１．事業概要 

  石川海岸は、加越沿岸の中央に位置し、背後には加賀平野を代表する穀倉地帯が広

がっており、近年は、海岸沿いの砂丘地も工場地帯や住宅地として発展している。 

  また、石川海岸は冬期風浪による侵食が著しく、明治以降数百ｍにおよぶ海岸侵食

を受け災害が相次いだことから、直轄海岸保全施設整備事業として、直立堤防・緩傾

斜堤・離岸堤・人工リーフの整備を実施している。 

 

２．事業の経緯（小松工区） 

  平成１６年６月１７日付で小松海岸の一部（５，５４０ｍ）を直轄編入しており、

平成１６年度は人工リーフの函体製作工事に着手している。 

 

３．平成１６年度の補正内容［ゼロ国］ 

『越前加賀海岸国定公園』に指定されている当海岸の小松工区では、「ふれあい健

康広場」からの四季を通じて夕日のきれいな海岸として利用されており、海岸保全施

設整備事業として海面に突出しない構造の人工リーフ整備により、景観等に配慮した

事業を推進する。 

・施工箇所 小松市浜佐美地先 

・実施内容 平成１６年度補正は、平成１６年度に製作した人工リーフ（函体）の

据付を行うものである。 

 

 

北陸自動車

小松空港 

越前加賀海岸国定公

ふれあい健康広

平成１６年度補正箇所

平成 1６年度補正予算（ゼロ国） 施工箇所  
【小松市浜佐美地先】（平成 15 年 8 月撮影）  



 

 

資料４ 

一般国道４７０号 穴水
あ な み ず

道路の整備推進  
石川県輪島市・穴水町 

 
１．事業の概要 

能
の う

越
え つ

自動車道（石川県輪島
わ じ ま

市～富山県
と や ま け ん

砺波
と な み

市・延長約１００ｋｍ）は、高規格幹線道

路の一般国道の自動車道路として整備を進めており、平成１５年度に開港した能登空港

へのアクセス強化と能登地域・富山県西部地域と三大都市圏との交流を促進し、産業・

経済・文化の発展に寄与する道路です。 

 穴水
あ な み ず

道路は、「能越自動車道」の一部として、石川県輪島
わ じ ま

市三井町
み い ま ち

～鳳至
ふげし

郡穴水
あなみず

町此
この

木
ぎ

に至る延長約６．２ｋｍの道路です。 

 

 

２．事業の経緯 

 平成９年度に「能登空港」へのアクセス強化を目的として事業着手し、平成１０年３

月に当該区間を含む輪島市から穴水町此木間の延長約１７ｋｍについてルート発表、平

成１１年５月１４日に都市計画決定を行い、平成１１年度には用地買収に着手、平成１

２年度から工事に着手しています。 

 

 

３．平成１６年度の補正内容[ゼロ国] 
 補正予算の投入により、土工等の改良工事を円滑に推進し、平成１７年度末の全線供

用を目指します。 

 
 

 

 

 

 

輪
島
市
三
井
町
洲
衛 

穴
水
町
此
木 

穴水道路 L=6.2km 

土工等、改良工事の推進 



 
 

資料５ 

一般国道８号 金沢
かな ざ わ

東部
と う ぶ

環状
かん じ ょ う

道路の整備推進 
石川県金沢市 

 
 
１．事業の概要  
 
かなざわとうぶ

金沢東部環状
かんじょう

道路は、
かなざわ

金 沢市街地の交通渋滞の緩和を目的とした、石川 

県
かなざわ

金 沢市
いままち

今 町から同市
すず

鈴
み  

見
だい

台に至る延長約９．４ｋｍの道路です。 

 

 

２．事業の経緯 

 昭和６２年度に事業着手し、昭和６３年度に用地買収、平成３年度に工事着 

手しています。 

 また、平成７年４月に地域高規格道路「
かなざわそと

金沢外環状道路」の一部として整備 

区間に指定され、平成１３年度に
かなざわ

金 沢市
いままち

今 町～同市
う め だ

梅田
まち

町間の延長約１．３ｋ 

ｍ、平成１４年度には
かなざわ

金 沢市
ひがしながえまち

東長江町～同市
すず み だ い

鈴見台間の延長約２．４ｋｍ、平

成１６年３月には金沢
かなざわ

市梅田町
うめだ ま ち

～同市月浦町
つきうらまち

間の延長約２．１ｋｍについて暫

定２車線供用したところです。 

 

 

３．平成１６年度の補正内容[ゼロ国] 

 補正予算の投入により、未供用区間である金沢
かなざわ

市月浦
つきうら

町～同市東長江
ひがしながえ

町間約

３．６ｋｍの舗装工事等を円滑に推進し、平成１７年度末の全線供用を目指し

ます。 

 

 

改良、舗装の工事推進 

H16.3 供用 L=2.1km

金
沢
市
月
浦
町 

L=3.6km 



 
 

資料５ 

一般国道８号 金沢
かな ざ わ

東部
と う ぶ

環状
かん じ ょ う

道路の整備推進 
石川県金沢市 

 
 
１．事業の概要  
 
かなざわとうぶ

金沢東部環状
かんじょう

道路は、
かなざわ

金 沢市街地の交通渋滞の緩和を目的とした、石川 

県
かなざわ

金 沢市
いままち

今 町から同市
すず

鈴
み  

見
だい

台に至る延長約９．４ｋｍの道路です。 

 

 

２．事業の経緯 

 昭和６２年度に事業着手し、昭和６３年度に用地買収、平成３年度に工事着 

手しています。 

 また、平成７年４月に地域高規格道路「
かなざわそと

金沢外環状道路」の一部として整備 

区間に指定され、平成１３年度に
かなざわ

金 沢市
いままち

今 町～同市
う め だ

梅田
まち

町間の延長約１．３ｋ 

ｍ、平成１４年度には
かなざわ

金 沢市
ひがしながえまち

東長江町～同市
すず み だ い

鈴見台間の延長約２．４ｋｍ、平

成１６年３月には金沢
かなざわ

市梅田町
うめだ ま ち

～同市月浦町
つきうらまち

間の延長約２．１ｋｍについて暫

定２車線供用したところです。 

 

 

３．平成１６年度の補正内容[ゼロ国] 

 補正予算の投入により、未供用区間である金沢
かなざわ

市月浦
つきうら

町～同市東長江
ひがしながえ

町間約

３．６ｋｍの舗装工事等を円滑に推進し、平成１７年度末の全線供用を目指し

ます。 

 

 

改良、舗装の工事推進 

H16.3 供用 L=2.1km

金
沢
市
月
浦
町 

L=3.6km 



資料６ 

一般国道１５９号 津幡
つ ば た

沿道環境改善事業（低騒音舗装）の整備推進 

石川県河北郡津幡町 
 
１．事業の概要 

  津幡
つば た

沿道環境改善事業は、石川県河北郡津幡
つばた

町庄
しょう

～中
なか

須加
す か

における一般国道１５９号

の沿道環境の改善（低騒音舗装）を目的とする事業です。 

 

２．事業の経緯 

  沿道環境の改善（低騒音舗装）を目的とする事業は、平成１１年度より予算化となり

進めている事業です。 
 

３．平成１６年度の補正内容［ゼロ国］ 

  補正予算の投入により、平成１７年度に予定している未改善区間である河北
かほく

郡津幡
つばた

町

庄
しょう

～中須加
な か す か

Ｌ=１．２km の低騒音舗装工事を実施し、早期の沿道環境の改善を目指しま

す。 

 

 



資料７ 

一般国道８号 磯部
い そ べ

防雪事業 

石川県金沢市磯部
い そ べ

町～諸江
も ろ え

町 
 
１．事業の概要 

  磯部
い そ べ

防雪事業は、石川県金沢市磯部
い そ べ

町～諸江
も ろ え

町における一般国道８号の防雪（冬期の

安全な交通確保）対策を目的とする事業です。 
 

２．事業の経緯 

一般国道８号金沢市磯
いそ

部
べ

町～諸江
も ろ え

町地先には、二級河川浅野川を横断する浅野川橋が

架設されています。橋梁部は、国道一般部と比較して道路幅員が狭く、また、橋梁前後

の道路勾配も河川を横架するため一定区間が坂路となっています。 

磯部
い そ べ

防雪事業は、冬期における安全な交通確保を目的に計画された消融雪設置事業で

あります。 
 

３．平成１６年度の補正内容［ゼロ国］ 

  補正予算の投入により、平成１７年度に予定している金沢市磯部
い そ べ

町～諸江
も ろ え

町の消雪施

設工事 L=1.0 ㎞（L=0.5 ㎞×2（上下線））他を円滑に推進し、安全な冬期交通の確保を目

指します。 
 

 


